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広報おおず 2002 4月号

手
湯
川
毎
六
淵
市
消
防
出
初
式

3
同
3
白

五
郎
大
橋
上
流
の
河
川
敷
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
式
典
に

は
、
団
冒
〔

7
5
3
人
が
参
加
。

愛
媛
県
・
消
防
協
会
・
関
係
機

聞
か
ら
の
来
賓
約

1
0
0
人
を

企真剣な表情で素早く隊列を整える団員 (小隊訓練)

斗別に、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ

操
法
(
肱
南
6
部

・
肱

北
3

部
・
平
野

2
部
・
南
久
米

6

部
・
菅
田
l
部
)
、
ポ
ン
プ
車
操

法
(
菅
田
2
部
・
新
谷
l
部)、

小
隊
訓
練

(肱
北

・
平
野
)
が

行
わ
れ
る
度
に
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、
続
い
て
行

わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
「
お
と

う
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
」
と
い
っ

た
団
員
た
ち
へ
の
温
か
い
声
援

も
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
大
洲
市
消
防
団
は
団

本
部
と
日
の
分
団

(
日
部
)

組
織
さ
れ
て
お
り
、
消
防
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
延
べ

1
3
3

人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

(
3
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
)

そ
の
後
、

「
消
防
団
に
は
、

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
大
切

な
役
目
が
あ
る
」
と
桝
田
市
長

が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た、

「
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
に
密
着
し
た
存
在
」
、
「
日
頃

か
ら
の
地
道
な
活
動
に
感
謝
し

ま
す
」
な
ど
、
来
賓
の
皆
さ
ん

か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
受
章
者

を
代
表
し
て
吉
岡
時
三
郎
分
団

長
(
肱
北
)
が
謝
辞
を
述
べ
、

柿
原
園
臣
団
長
が
訓
示
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
、

小
型
ポ
ン

で

プ
と
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放

水
を
行
い
式
を
終
え
ま
し
た
。
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企各地区にある11の分団が次々と行進
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ますざい
ヲー...... 

、ーヴ

男
児
茂
二
広
夫
也
治
嗣
聡
学
弘
博
夫
春
治
浩
二
一
男
二
治
二
美
人
夫
也
志
浩
樹
=
二
彦
治
伸
也

健 二
浩
春
典
昭
詞
一
浩
文
一
裕
能
志

明
龍

省
義
鉄
達
勇
公

守
敬
義
斎
孝
祐
勇
範
康
淳
寿
昭
英
隆
賢
和
浩
和
真

一平成14年大洲市消防出初式受章者一

光
幸
宏
浩
健
康
武
陽
善
康
広

憲
達
光
勇

好

野

畠

岡

地

嶋

口

山

野

野

田

野

宮

敷

頭

野

田

本

野

谷

宮

畠

和

野

野

口

本

町

杉

井

尾

山

本

水

本

田

山

加

堂

岡

田

本

見

保

屋

保

三
久
梶
藤
姫
中
新
形
新
林
山
中
東
楠
士
口
柴
矢
二
高
岡
兵
平
平
松
脇
大
二
梶
尾
久
小
山
松
寄
上
松
増
新
柳
清
松
樋
西
星
石
丸
松
岩
庚

名

員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
お
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
彰
班
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

表

団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
長
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
団
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分

防

米

米

米

米

米

戒

戒

戒

心
ル
田
田
田
田
田
川
沢
沢
谷
津
津
津
消
津
南
南
南
南
南
北
野
久
久
久
久
久
田
田
田
田
田
田
田
川
川
川
沢
沢
谷
善
善
善
善
津
津
津
須
須
須

南
菅
菅
菅
菅
菅
大
柳
柳
新
薬
粟
粟
市
粟
肱
肱
肱
肱
肱
肱
平
南
南
南
南
南
菅
菅
菅
管
菅
菅
菅
大
大
大
柳
柳
新
三
三
三
三
粟
粟
粟
上
上
上

洲大

田
口
岡
山

自日

光
道
幸
稔
昭
成
也
司
宏
司
司
二
至
安
徹
司
悟
雄
彦
繁
男
博
吉
和
典
治
修
永
喜

繁
芳
清
男

三
徳
幸
勝
清

郎
幸
尚
正
志
勉
次
治

孝
喜
孝
憲

昇
真

枝

宏

正

一

喜

川
井
永
木
野
田
上
田
野
野
山
岡
柴
岡
岡
保
本
藤
野
岡
保
名
本
永
田
地

々

り

丸

丸

川

高

井

福

品

佐

二

米

森

成

川
富
佐
水
脇
井
上
西
東
小
福
羽
寺
崎
久
山
井
楠
下
久
(
松
友
押
菊

状

彰

員

員

掛

間

一抑
制
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
臆

員
員
員
員

彰

長

員
者
端

会

団
班
団
団
)
団
団
表
班
団
労
山
班
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
班
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
合
団
団
団
団

名

員

功

)

連

団
団
団
団

2
団
団
団
団
団
の
長
名
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

分
分
断
紛
釦
け
ゆ
蹴
分
分
柵
畑
四
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
校
M

分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
分
紛
紛
糊
分
粉
粉
粉

谷
津
須
須
律
j
H
ZU
南
南
族
妹
彰
川
南
南
南
南
南
北
北
北
北
北
野
野
久
久
田
田
田
川
川
川
川
沢
沢
沢
谷
津
須
須
多
沢
久
久
久

新
粟
上
上
規
肱
大
親
肱
肱
家
南
表
大
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
肱
平
平
南
南
菅
菅
菅
大
大
大
大
柳
柳
柳
新
莱
上
上
喜
柳
南
南
南

0

0

0

長

洲

市

大

健
祐

史
和

清
博
俊

宣
包
満
莫
道
雄
愈
健
雄
宗

直

久
国
豊
福

町
井
住
井
本
道
橋
橋

寄
福
福
堀
徳
横
高
高

尾
フE

口

瀬
上
住
田
賀
宮
田

山
山

西
大

員
員
員
員
員
長
員
員

0功績章
団本
O精績章
団本部副団長
O勤続章 (4名)
南久米分団分団長
肱南分団部長
粟津分団部長
上須戒分団部長
愛媛県知事表彰
0功労章 (5名)
肱北分団分団長
南久米、分団副分団長
上須戒分団副分団長
三善分団部長
*~_~~~m併m 消防司令補
愛媛県消防協会長表彰
0功績章
南久米分団分団長 川
O勤続章 (20年以上4名)
菅日分団部長 矢野孝
平野分団団員 檎 回 宜
菅回分団班長 新藤邦
大川分団班長 野中弘
O勤続章 (15年以上20年未満13名)
肱南分団班長 押田 武
肱南分団団員 酒井虞
肱 北分団班長 尾崎武
肱北 分団団員 柴田昭
平野分団1 部長 前回
平野分団班長 山本
菅回分団部長 河野
菅田分団部長 浦野
菅田分団団員 矢野豊
菅国分団団員 城戸之
大 川分団部長 餓家卓
大 川分団班長 成 川 正
新谷分団団員 亀岡玄
O勤続章(10年以上15年来満15名)
肱南分団団員 藤本浩志
肱南分団団員 堀井安雄
肱南分団団員 岡田英次
肱北分団班長 三好貢義
肱北 分 団 団員 青井斗宏、男
南久米分団団員 前 川 博
大川分団団員 谷岡博文

庄次郎

光

則
一
司
彦
優
喜
蕎
靖
明
典
嗣
和
良

雲
行
男
善

時三郎
猪佐夫
忠行
賞
洋

害事

典
孝
男
幸

満

康
孝

重

満
俊
策
信

嘉

宇都宮

口
甲
野
木

口

岡
上
本
田
回

田武

川
上
矢
青

吉
井
梶
岡
{
寸

副団長部

タ
バ
コ
を
楽
し
む
人
の
責
任
と
し

て
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
!
灰
皿

で
確
実
に
始
末

す
る
こ
と
。
愛

煙
家
の
皆
さ
ん

に
必
ず
守
っ
て

ほ
し
い
ル
l
ル

で
す
。

辰

おめでとうございます

み
の
る

賓
留
さ
ん(
平
野
町
野
田
)

三
期
九
年
間
に
わ
た
り
人
権
擁

護
委
員
を
務
め
、
国
民
の
人
権
擁

護
と
意
識
高
揚
に
功
績
の
あ
っ
た

稲
田
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

稲
田
さ
ん
は
、
人
権
に
関
す
る

無
料
相
談
所
の
相
談
員
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
人
権

尊
重
意
識
の
普
及
と
高
揚
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

稲
田

3 



4月号広報おおず 2002

品
ツ
ラ
ツ
き
わ
や
か
巴
1
・

第
悶
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
結
果

早
奮
の
圃
を
切
っ
て
!

一一
月
十
日

(
日
)
、
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
総
合
運
動
公
園
内
の

特
設
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス
で
大
洲

市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
十
部
門
に
分
か

れ
て
、
四
歳
児
か
ら
七
十
四
歳

の
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー
ま

で

一
、
二
O
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ベ

l
ス
で
気
持
ち
の
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

大
会
の
主
な
成
績
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

みんなで
力いっぱい
がんばるぞ~

‘' 

A選手宣誓をする松日忠さん、悠
希くん、望歩さん、淳子さん親
子 (左から)

育児・介護休業法が

変わりました
愛媛労働局雇用均等室

松山市本町2丁目 1-7

仕
事
と
育
児
、
仕
事
と
介
護
の
両

立
を
よ
り

一
層
支
援
す
る
目
的
で
平

成
十
三
年
十
一

月
に
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
四
年
四

月

一
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
五
つ
で
す

-

育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
申
し

出
や
取
得
を
理
由
と
し
た
不
利
益

取
り
扱
い
の
禁
止

2

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の

時
間
外
労
働
の
制
限

3

勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
の
措
置

対
象
と
な
る
子
の
年
齢
を
一
歳
か

ら
三
歳
に
引
き
上
げ

4

子
の
看
護
休
暇
措
置
の
新
設

5

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の

配
転
配
慮
措
置
の
新
設

4 

告089-935-5222



4月号広報おおず 2002

今年は

冨士山公園と祇園公園で!! 
3月28日(木)--4月25日(木)
[第54回観光さくらまつり行事]

期日|行事会場 l時間

観
光
さ
く
ら
ま
ずフ

...日頃から、走っている人も、そうでない人も自分のぺースを守
りなが‘ら、元気にコールをめざしました。

今
年
か
ら
、
本
格
的
に
大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
が
始

ま
る
た
め
、
城
山
公
園
で
の
催
し
ゃ
飲
食
居
の
出
屈
は
あ

り
ま
せ
ん
。
富
士
山
公
園
や
八
多
喜
祇
園
公
園
で
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

式In: 00 
事 I

館 114:00 

春神楽 112: 00 

3月31日(日)1(里 神楽)1 I 

八幡神社 115:30 

茶会 110: 00 

(淡交会大洲支部)1 I 

中央公民館 115:00 

ハU

ハ
U

つ
d

n

U

0

6

7

-2
1
 

県

会

柑

媛

大

削

愛

舞

サ

回

詩

H
M

4
.
k
館

4企

-
F
ム京

第

吟

耐

A
E
 

幕

民

開

3月28日(木)1神

市

10・00

15 :∞ 
ソフトボール大会 18 : 30 

(スポーツ少年団)1 I 

大洲南中グランド他 117:00 

第46回県下春季
4月7日(日)1

弓道選手権大会

剣道大会

(スポーツ少年団)

肱川緑地公園

観桜会

4月19日幽 1(八多喜商工会)

祇園公園

印
り
も
で

が
引
市

む
ま
防

ヲ
ム
弘
同
四

ヲ

迎

明

@
…
 

ぬ
側一
間内@ 

目
指
し
ま
す

き
た

逝
ひ
じ
い
喜
多
い

男
童
館
!

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
、
仲
間

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
大
洲
市
で

三
番
目
の
児
童
館
が
市
総
合
体
育
館

西
隣
り
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

館
内
に
は
、
遊
戯
室
、
図
書
室
、

調
理
実
習
室
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
い

行
事
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地

域
、
家
庭
、
学
校
が

一
体
と
な
っ
た

地
域
密
着
型
の
児
童
館
を
目
指
し
ま

す
。皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
ね
!

開
館
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5
時

休
館
日
火
曜
日
、

第
二

・
四
水

曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
(
十

二
月
二
十
九
日
1
一月一一
一日
)

喜
多
児
童
館

宮
⑫
2
7
2
2

お茶堂つつじまつり
もちまきなどの催し、地元

産野菜即売・特産品販売ほか

日時 :4月21日 (日)
午前10時から

場所:日浦つつじ公園

]R平野駅から車で15分

4~fl~γ ー一τ耳目 もちまきは、午後2時頃から!

" .~)ー<d 問い合わせ先:平野公民館
fZ山 沢一…レ~'"・ ft24-2431 

.111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111市



広報おおず 2002 4月号

ル
ー
ル
ど
マ
ナ
ー
を
守
り

交
海
事
訟
を

な
く
じ
ま
ム

u
a
る

運
動
の
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
突
通
事
故
防
止

飲
酒
運
転
な
ど
悪
質

・
危
険
な
運
転

の
追
放

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
の
た
め
に

。
通
園
・
通
学
時
間
帯
に
は
、

、つノ
O

特
に
注
意
し
ま
し
ょ

。
運
転
中
や
歩
行
中
の
高
齢
者
に
思
い
や
り
を
!

-
靴
の
か
か
と
や
自
転
車
な
ど
に
付
け
る
反
射
材
用

品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

。
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

1
ト
を
正
し
く
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

悪
質
・
危
険
な
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

A

守
地
域
、
職
場
、
家
庭
な
ど
で
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

-
シ

l
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
λ
ノ
。

6 
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広報ああず 20024月号

子と宅と高齢者の爽通事故防止!
愛媛県での状況をみてみましょう

状態別高齢死者数(平成13年中)

35 

30 

25 

20 

15 

10 

子供の交通事故件数(平成13年中)

幼児
15件

33 

5 

0 
(人)

小学生(高学年
77件 小学生(低学年)

190件
輪
車

四
輪
車

をれで考しますか?r飲酒運臨」
危険運転致死傷罪の新設刑法第208条の2

E1II(t)J!軍司芦田~~同f白1::1:互信霊園

4砂アルコールまたは薬物の影響により正常な運転が困難な状

態で、四輪以上の自動車を走行させる。

4砂人または、車の通行を妨害する目的で、走行中の自動車の

直前に進入し、その他通行中の人または車に著しく接近

し、かつ、重大な交通の危険を生じさせる速度で、四輪以

上の自動車を運転する。

。赤信号またはこれに相当する信号をことさらに無視し、か

つ、重大な交通の危険を生じさせる速度で、四輪以上の自

動車を運転する。

.その進行を制御することが困難な高速度で、またはその進

行を制御する技能を有しないで、四輪以上の自動車を走行

させる。

以上の行為により

人を死亡させた場合 人を負傷させた場合

罰則が、之九なi之厳しくなります!
主な悪質・危険な運転行為に対する罰則の引き上げ

道路受通法の一部を改正する法律 平成13年6月20日公布 (平成14年6月1日施行)

違反行為 改 正 同日 改 正 後

救護義務違反 (ひき逃げ) 3年以下の懲役または20万円以下の罰金 5年以下の懲役または50万円以下の罰金

飲酒運転 (酒酔い) 2年以下の懲役または10万円以下の罰金 3年以下の懲役または50万円以下の罰金

飲酒運転 (酒気帯び) 3月以下の懲役または5万円以下の罰金 1年以下の懲役または30万円以下の罰金

薬物使用 (麻薬等) 2年以下の懲役または10万円以下の罰金 3年以下の懲役または50万円以下の罰金

過労運転 6月以下の懲役または10万円以下の罰金 1年以下の懲役または30万円以下の罰金

無免許運転 6月以下の懲役または10万円以下の罰金 1 :年以下の懲役または30万円以下の罰金

共同危険行為等 6月以下の懲役または10万円以下の罰金 2年以下の懲役または50万円以下の罰金

※詳しくは、大洲警察署交通課ft24-0110まで

7 



4月号広報ああず 2002

国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す

j
大
字
喜
多
山
・
恋
木
地
区
全
域
j

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か

ら
平
成
十
七
年
度
に
か
け
て
、
大
字

喜
多
山
地
区
及
び
恋
木
地
区
全
域
の

国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
流
れ

ま
ず
、
す
べ
て
の
土
地
に
つ
い
て
、

地
番

・
地
目
・
所
有
者
・
境
界
線
な

ど
を
現
地
立
会
で
確
認
す
る
「
一
筆

地
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
土
調
査
の
中
で
、
最

も
土
地
所
有
者
に
関
係
の
あ
る
重
要

な
調
査
に
な
り
ま
す
。
や

境
界
を
測
量
す
る
際
に
必
要
と
な

る
数
種
類
の
杭
を
設
置
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
杭
は
、
天
災
な
ど
で
境
界
が

不
明
に
な
っ
た
場
合
、
現
地
復
元
の

た
め
に
使
用
し
ま
す
。。

こ
れ
ら
の
調
査
・
測
量
を
経
て
作

成
さ
れ
た
新
し
い
公
図
は
、
皆
様
の

土
地
を
末
代
ま
で
守
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
に
伴
う
現
地
説
明
会

毎
年
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

説
明
会
を
開
く
予
定
で
す
。
該
当
者

に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

国
土
調
査
が
終
了
し
て
い
る
地
域

南
久
米
、
平
野
、
上
須
戒
、
八
多

喜
、
三
善
、
田
処
、
柳
沢
地
区
の
全

域
及
び
東
大
洲
、
高
山
、
五
郎
、
阿

蔵
、
藤
縄
の
一
部
の
地
域
で
調
査
が

終
了
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
計
画
的
に
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
国
土
調
査
係

告
(匂

2
1
1
1
(内
線
2
3
5
)

実施年度と区域

平成14年度実施区域

平成15年度実施区域

平成16年度実施区域
平成17年度実施区域
国土調査除外地域

仁二コ
亡二コ
仁三コ

，14年

1 固定~~

仁二コ

市税の納期

女
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
窓
口
を
一
部
愛
更

「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
の

一
部
改
正
に
よ

り
、
次
の
申
請
窓
口
が
保
健
所
か
ら
市
町
村
へ
変
わ
り
ま
す
。

-
通
院
医
療
費
の
公
費
負
担

-v

-
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

‘

τ'h民議

窓
口
は
、
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
圃
明
A
川
市
蝿
輯
癒
p

g
@
0
3
1
0
に

な

り

手
。

'
-
一

n
h錦
織

藤

貴

精

神

障

害

者

に

対

す

る

、

、

一

司

4

・Jh
d苅

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

:

f

k

聞

い

ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
ん
な
こ
と
?

答
え

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
精
神
障
害
者
に
対
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
に
訪
問
し
、
家
事
援
助
や
身
体
介
護
を

行
い
ま
す
。

問
い
ど
ん
な
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
?

答
え

次
の
四
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
で
す
0

4

①
原
則
と
し
て
精
神
障
筈
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
こ
と

ま
た
は
、
精
神
障
害
を
支
給
理
由
と
す
る
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
こ
と

②
主
治
医
が
い
る
こ
と

①
お
お
む
ね
病
状
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

④
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
こ
と

※
利
用
の
際
、
所
得
に
応

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
、

じ
て
費
用
負
担
が
生
じ

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宮

@
0
3
1
0ま
た
は
各
連
絡
所
保
健
師
ま
で

平成14年度の市税の納期は、次のとおりです。

安全で'快適なまちづくりのため、納期内の納付

についてご理解とご協力をお願いします。

市税納期一覧

4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

資固産定税
2 3 4 

期 期 期 期

軽車自動税
全

期

民市・県税
2 3 4 

期 期 期 期

健保国険民康税
2 3 4 5 

期 期 期 期 期 期!

一一

平成14年度

介護保険を年金天引きで納めている皆さんへ

8 

今年2月の介護保険料額が

仮 の納付額
内線171s24-2111 高齢福祉課介護保険管理係

六
十
五
歳
以
上
の
人
(
第
一
号

被
保
険
者
)
の
介
護
保
険
料
は
、

毎
年
、
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど

に
よ
り
所
得
段
階
区
分
を
見
直

し
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
年
額
が

決
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
の
方
法

(特
別
徴

収
)
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
の
四
月
、
六
月
、
八
月
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が
間

に
合
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
二
月
の
納
付
額
と
同

じ
額
を
「
仮
の
納
付
額
」
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
き
、
仮
納
付
額
と

見
直
し
後
の
額
に
過
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
、
十
月
以
降
の
保
険
料

を
増
減
し
て
調
整
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



登録を忘れずi之

4月号

愛犬の

2を

広報ああず 2002

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
は

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
で
す

平
成
十
四
年
度
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
と
畜
犬
登
録
を
次
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。
生
後
九
十
日
を
超
え
て

い
る
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
最
寄

り
の
場
所
で
注
射
や
登
録
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

こ
の
注
射
は
、
年

一
回
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録

首
輪
に
つ
け
る
犬
鑑
札
は
飼
い
主

と
犬
と
の
紳
の
証
で
す
。
必
ず
畜
犬

登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
七
年
度
以
降
に
畜
犬

登
録
を
済
ま
せ
た
犬
は
、
再
登
録
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

料

金

期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に
つ
き

予
防
注
射
料
二
千
八
百
五
十
円

登

録

料

三

千

円

日
程
表
の
期
間
中
に
狂
犬
病
予
防

注
射
や
畜
犬
登
録
が
で
き
な
い
場
合

は
、
次
の
指
定
獣
医
師
の
診
療
所
へ

連
れ
て
行
く
か
、
往
診
し
て
も
ら
い

注
射
や
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

iv 
指
定
獣
医
師

久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
一
三

O
の
二

告
(匂

3
2
2
3

岡
ど
う
ぶ
つ
病
院

(
岡
孝
)

大
洲
市
常
磐
町
六
五
の
一

宮
⑫
1
5
1
1

西
大
洲
動
物
病
院
(
木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九
O
二

宮
(匂

3
3
0
3

皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く

注
射
や
登
録
を
済
ま
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に

。
畜
犬
登
録
済
み
の
犬
に
つ
い
て

は
、
確
認
の
た
め
必
ず
犬
鑑
札
を

首
輪
に
つ
け
て
来
て
く
だ
さ
い
0

.
申
込
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

a-犬を登
録
す
る
人
は
、
必
ず
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

a-犬をし
っ
か
り
と
扱
え
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
0

.
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ

、ν

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮
(匂
2
1
1
1
(内
線
1
6
6
)

飼
い
た
い
人
と
飼
え
な
く
な
っ

た
人
の
仲
立
ち
を
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
て

飼
え
な
く
な
っ
た
人
と
、
こ
れ
か
ら

犬
を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
人
を
登

録
し
て
、
市
が
そ
の
仲
立
ち
を
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
捨
て
犬
な
ど
を

保
護
し
た
場
合
に
も
、
登
録
者
の
希

望
(
犬
種
や
大
き
さ
)
に
添
っ
て
連

絡
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い
人

は
、
保
険
環
境
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

月日 場 所 時 間

柳 沢桐の 目パ ス 停 9 : 1O~ 9 : 30 

居 場 集 .6-
所 9 : 40~ 10: 00 :z:s: 

JA愛媛たいき田処届 10 : 1 O~ 10 : 30 

4/18 
相l 沢 連 絡 所 10 : 45~ 11 : 30 

(木)
宮 田 朝 日 集会 所 13 : OO~ 13 : 40 

ム居 集
d会h
所 14 : OO~ 14 : 15 :z:s: 

大 tt 分 校 跡 14 : 25~ 14 : 40 
十~ j章 集 d2b2ζ 、 所 15 : OO~ 15 : 20 

菅 田 連 出告 所 15 : 30~ 16 : 20 

新 谷 中 組 お 庵 9 : 1O~ 9 : 40 

新谷第 4部消防詰所 9 : 50~ 10 : 30 

4/19 
新 谷 連 絡 所 10 : 45~ 11 : 40 

肱北公民館田口分館 13 : 1O~ 13 : 50 
(金)
光照寺横市木集会所 14 : OO~ 14 : 40 

徳森児童 セ ンタ ー 14 : 50~ 15 : 30 

西測サ ッシ百円U広場 15: 40~ 1 6 : 10 

Aコープ明日香庖駐車場 9 : OO~ 9 : 30 
大 ヰ艮 鳳 林 寺 9 : 40~10 凹

平野公民館平地上分館 10 : 20~ 1 0 : 50 

4/22 平 里子 連 専各 所 11 : 05~ 11 : 45 

(月) 長谷本村集会所 13 : 20~ 13 : 30 

梅川集会所下道路広場 13 : 45~ 14 : 10 

野佐来集会所下道路広場 14 : 30~ 14 : 50 

南 久米連絡所 15 : 05~ 15 : 50 

峠 集 ，1c2h Z 所 9 : OO~ 9 : 30 

石 仏 集 L!与
所 9 : 50~10 : 20 1三

4/23 善 連 出各 所 10 ・ 40~ 11 : 40 

(火) 大 洲 市総合体育館 13 : OO~ 14 : 10 

肱北公民館五郎分館 14 : 20~ 15 : 00 

社 会教育セ ンタ ー 15: 20~ 1 6 : 10 

威 川日 の平集会所 9 : 1O~ 9 : 25 

JA愛媛たいき威川支所 9 ・ 35~9 : 50 

4/25 
大 )11 連 F各 所 10 : 1 O~ 10 : 50 
高 山 西集会所 11 : 30~ 11 : 50 

(木)
久 米 公 民 館 13 : 20~ 14 : 00 

只越わかば台団地集会所 14 : 1 O~ 14 : 40 

大 洲 市民 会館 14 : 50~ 16 : 00 

十丁 越 集 dz会:s: 所 9 ・ 1O~9 : 30 

初 尾 集
d会h
所 9 ・ 50~10 ・ 05ヱエ

4/26 
よ 須戒 連絡所 10 : 15~ 11 : 00 

八多浪集会所 11 : 25~ 11 : 55 
(金)
手成本村 集 会所 13 : 40~ 13 : 55 

中 場 集 dZ企三h 所 14 : 05~ 14 : 25 

八多喜連絡所 14 : 40~ 15 : 40 

狂犬病予防注射と畜犬登録の日程

9 
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野
外
焼
却
(
野
焼
き
〉
は
禁
止
で
す
!

「
廃
棄
物
の
処
理
及
ぴ
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
(
平
成
十
三
年

四
月
)
に
よ
り
、
ご
み
の
野
外
焼
却

は
一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
な
ど
有
害
物
資
の
発
生
防
止
の
た

め
、
ド
ラ
ム
缶
や
空
き
地
に
掘
っ
た

穴
な
ど
で
の
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
、
家

庭
ご
み
や
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物

は
、
法
の
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
炉

以
外
で
の
焼
却
は
禁
止
と
な
っ
た
も

、
の
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
①
1
④
の
場
合
に

限
り
例
外
と
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
一

災
害
の
予
防、

応
急
対
策
ま
た
は
一

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
一

(
災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
な
一

一

ど
)
の
焼
却

一②

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
一

一
行
事
(
ど
ん
ど
焼
き
)
を
行
う
た
一

一
め
に
必
要
な
廃
棄
物
(
お
守

・
お一

札
や
正
月
飾
り
な
ど
)
の
焼
却

一

一
③
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
一

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
一

し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
(
稲
わ
一

ら

・
伐
採
し
た
枝
な
ど
)
の
焼
却
一

一
※
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
マ
ル
一

チ
廃
ビ
ニ

ー
ル
の
焼
却
は
禁
止
一

④ 
l却(う
;で枯えた
jあれでき
iつ木涌火
(てや吾な
l軽落ニど

イ丁
{放ち ι 日
、 ョ坦~ "ノ '"易

'~ t; *子星
;のどゐ j舌
~廃を

j の棄営
: 焼物む

な
お
、
こ
れ
ら
を
焼
却
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
近
く
に
人
家
が
あ
る

場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
日
の

風
向
き
や
様
々
な
状
況
を
考
え
、
周

囲
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

⑨
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は
っ
・

発
ガ
ン
性
物
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
は
、
も
の
が
燃
え
る
過
程
な
ど
で

発
生
し
ま
す
。
特
に
、
塩
素
系
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し
た
場
合
に
高
濃

度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
プ
ー

の
ボ
ト
ル
、
調
味
料
の
容
器
な
ど
の

塩
化
ビ
ニ

ー
ル
系
ご
み
や
ナ
イ
ロ
ン

系
ご
み
は

「も
や
す
ご
み
袋
」
で
決

め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

}
V
 
な
お
、

一
般
廃
棄
物
の
可
燃
ご
み

(い
わ
ゆ
る
「
も
や
す
ご
み
」
)
は
環

境
セ
ン
タ
ー
(
八
多
喜
町
)
へ
直
接

持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

廃
棄
物
の
焼
却
禁
止
違
反
(
罰
則
)

三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万

円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
の
併
科

⑨
ダ
メ
な
理
由
は
燃
焼
温
度
の
違
い
!

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
え

る
た
め
に
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
専
用
設
備
の
整
っ
た
焼
却
施
設

で
八
百
度
C
以
上
の
高
温
度
で
焼
却

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
燃
焼
温

度
の
低
い
「
た
き
火
」
な
ど
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
る
と
、
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
自
身
が
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
安
全
で
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

10 

藤
樹
先
生
略
伝
⑬

愛
の
教
育

藤
樹
の
教
育
は
、
人
間
の
可
能
性

を
大
切
に
す
る
愛
の
教
育
で
し
た
。

そ
れ
は
藤
樹
の
弟
子
と
な
っ
た
大
野

了
佐
へ
の
指
導
ぶ
り
を
見
れ
ば
よ
く

分
か
り
ま
す
。

，

大
野
了
佐
は
、
と
て
も
も
の
覚
え

が
悪
く
医
書
の
二

・
三
句
を
覚
え
る

の
に
百
回
も
二
百
回
も
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

藤
樹
は
、
こ
の
了
佐
に
も
愛
の
心

で
精
魂
を
尽
く
し
、
彼
の
た
め
に

「
聡
極
怪
盗
」
と
い
う
六
百
ペ

ー
ジ

も
の
本
を
書
き
ま
し
た
。
藤
樹
は
こ

の
た
め
に
中
国
の
医
書
を
読
み
、
了

佐
と
共
に
努
力
工
夫
し
ま
し
た
。

お
か
げ
で
了
佐
は
数
年
の
後
、
大

洲
に
帰
っ
て
医
者
と
な
り
、
鳥
時
加

庵
と
称
し
て
宇
和
島
領
宮
内
村
で
開

業
し
ま
し
た
。

藤
樹
は
了
佐
を
教
え
た
心
境
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。
「
自
分
が
教
え
よ
う
と
し
て
も

彼
に
そ
の
気
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
う

し
ょ
う
も
な
か
っ
た
。
彼
は
愚
鈍

(頭
の
働
き
が
鈍
く
、
の
ろ
ま
な
こ

と
)
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
の
医
者
に

な
ろ
う
と
い
う
志
と
熱
意
と
粘
り
強

い
努
力
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
:
・
」

。3)
こ
の
よ
う
に

一
人
ひ
と
り
を
認

め
、
愛
情
を
注
ぐ
の
が
藤
樹
の
教
え

方
で
し
た
。
人
々
は
こ
の
よ
う
な
藤

樹
を
心
か
ら
尊
敬
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
藤
樹
は
「
愛
敬
」

の
語
を
好
ん
で
用
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
敬
は
愛
に
も
と
づ
く
、
愛
の

極
を
敬
と
な
す
。」
と
い
う
「
孝
経
」

の
教
え
に
由
来
す
る
言
葉
で
す
。

大
野
了
佐
が
近
江
を
訪
れ
た
同
じ

寛
永
十
五
(
一
六
三
人
)
年
、
大
洲

か
ら
は
中
川
貞
良
、
吉
田
新
兵
衛
も

や
っ
て
き
ま
し
た
。
親
し
い
同
志
の

来
訪
で
藤
樹
自
身
の
学
問
も
更
に
深

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

四
書
か
ら
五
経
へ

藤
樹
の
学
問
は
、
こ
れ
ま
で
図
書

(
大
学

・
中
庸

・
論
語

・
孟
子
)
を

中
心
と
し
た
朱
子
学
で
し
た
。
し
か

し
、
帰
郷
し
て
農
民
と
交
わ
り
な
が

ら
、
厳
格
に
聖
人
(
孔
子
)
の
教
え

を
実
践
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難

で
し
た
。
藤
樹
は
、
自
分
の
学
聞
が

未
熟
だ
か
ら
だ
と
反
省
し
、
さ
ら
に

学
問
に
精
進
す
る
の
で
し
た
。
易
経

を
手
は
じ
め
に
、
五
経

(
易
経

・
持

経

・
書
経
・
礼
記

・
春
秋
)
を
次
々

と
究
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
持
駒
酌
能
」
「前
川
」
の
二
著
を
書

き
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
藤
樹
の
学

問
思
想
は
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
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一

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

一

一
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

一
定
の
条
件
に
あ
て

一

一
は
ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請
は
、
税

一

一
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
?

A

マ
事
業
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障

害
者
な
ど
(
注
1
)
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
(
注
2
)
な
ど
の
う
ち

1
台
注
1
:
・身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

障
害
の
区
分
や
等
級
に
よ
り

一

定
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人

注
2
・・・
年
齢
十
八
才
未
満
の
身
体

障
害
者
、
精
神
障
害
者
、
ま
た

らーり線)保
フォトコンテスト作品 =

]R四国予讃線対策協議会では、海岸回り

線の活性化を目的に、鉄道をテーマとした沿

線 (双海~大洲)の美しい風景などの写真を

募集しています。ふるってご応募 ください。

は
知
的
障
害
者
と
生
計
を

一
に

す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

を
含
む
。

A
V
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
た
め
の

車
両
構
造
(
車
椅
子
の
昇
降
装
置

や
固
定
装
置
な
ど
)
の
あ
る
軽
自

動
車
。
た
だ
し
、
そ
の
構
造
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
車
検
証
な
ど

が
必
要
。

減
免
申
請
の
受
付
期
間

平
成
凶
年

4
月
1
日
開
か
ら

平
成
日
年
4
月
お
日
幽
ま
で

[申請に必要なもの]

~ 身体障害者など本 生計をーにする者人が運転する場合 が運転する場合

-運転免許証 。 。
-印鑑 。 。
-身体障害者手帳など 。 。
-自動車検査証 。
-生計同一証明書 。

申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
軽
自
動
車
税
担
当

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

題材

予讃線海岸田り線(双海~長浜~大洲)

鉄道をテーマとした風景

※駅舎・トンネル・鉄橋などを含みます。

応募締切 平成14年5月15日 (水)まで

サイズ カラープリント四ツ切り

応募先 フジカラー取扱庖

または長浜町役場地域振興室

応募上の注意

応募作品数に制限はありませんが、未発表

のものに限ります。

応募票(自作も 可)に題名・住所・氏名・電

話番号・撮影年月日を必ずご記入ください。

入賞作品の版権は主催者側に帰属します。

賞 推薦 1名はじめ18名を予定しています。

問い合わせ先

] R四国予讃線対策協議会事務局
(長浜町役場企画調整課地域振興室)

干799-3401 長浜町大字長浜甲480-3 

ft52-1111 

の

職
場
と
人
権
教
育

ラ
ジ
オ
深
夜
便
と
い
う
放
送
番
組

を
聞
い
て
い
る
と
、
都
内
で
長
年
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い
る
女
性

が
こ
ん
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

忘
年
会
帰
り
と
思
わ
れ
る
三
人
連

れ
の
客
を
乗
せ
た
と
こ
ろ
、
酒
の
勢

い
も
手
伝

っ
て
か
、
し
き
り
に
会
社

の
上
役
の
悪
口
を
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
途
中
で
降

り
ま
す
と
、
今
度
は
、
残
っ
た
二
人

が
、
今
降
り
た
ば
か
り
の
同
僚
の
悪

口
を
言
い
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
聞
い
て
い
た
こ
の
女
性
は
、
「
こ

の
人
た
ち
の
会
社
は
大
丈
夫
か
な
」

と
少
し
心
配
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

長
い
経
済
不
況
の
た
め
、
ど
こ
の

企
業
も
経
営
が
大
変
な
時
で
す
か

ら
、
社
内
の
人
間
関
係
も
ぎ
す
ぎ
す

し
た
も
の
に
な
り
が
ち
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
だ
か

ら
こ
そ
、
社
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

図
っ
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

、っ
。市

内
の
あ
る
企
業
が
発
行
し
て
い

る
社
内
報
に
「
笑
顔
で
広
が
る
幸
せ

の
輪
な
く
そ
う
差
別
や
め
よ
う

い
じ
め
」
と
い
う
人
権
標
語
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
、
毎

年
「
人
権
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
従

業
員
や
そ
の
家
族
か
ら
人
権
標
語
を

募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
社
内
報
に
は
「
明
る
い
職
場

づ
く
り
」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
次
の
よ

う
な
記
事
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
自
分
の
会
社
が
順
調

に
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
ま

〈
式
山
之

す
。
会
社
が
発
展
す

宍

一

れ
ば
、
私
た
ち
の
生

R
L

一

活
も
豊
か
で
明
る
い

F
ム長

も
の
に
な
り
ま
す
。

」
一
!

一-

一

そ
の
た
め
に
は
、
お

L
i
u

互

い

が

職

場

の

中

で

金

型

信
頼
し
あ
い
、
人
間

r
k
一

と
し
て
尊
敬
し
あ
え

で
tl

る
職
場
環
境
、
人
間

関
係
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

企
業
が
同
和
教
育
に
取
り
組
む
の

は
、
同
和
問
題
の
解
決
と
共
に
明
る

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
で
も
あ
る
の

で
す
」こ
の
会
社
が
、
従
業
員
の
人
権
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
会
社
経
営
の
方
針

に
「
人
権
尊
重
の
精
神
」
を
し
っ
か

り
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
く

た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
そ
し
て
職
場
と
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

11 



広報ああず 2002 4月号

平成14年3月1日まで

に皆様か5お寄せいただ
いた復元のための募金額

は、 244，868，488円
です。

かわら版

え 5州城2巳

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事

起
工
式
を
迎
え
ま
し
た
!

平
成
十
四
年
二
月
五
日
、
大
洲
城
本
丸
(
天
守
閣
跡
地
)
で
施

工
業
者
の
主
催
に
よ
り
大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
の
起
土
式

(安

全
祈
願
祭
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

起
工
式
当
日
は
、
天
候
も
穏
や
か

で
、
い
さ
さ
か
早
い
春
の
陽
気
に
包

ま
れ
た
大
洲
城
で
は
じた
古
い
資
料
を

も
と
に
作
ら
れ
た
職
旗
が
会
場
を
彩

り
ま
し
た
。

式
に
は
、
桝
田
市
長
を
は
じ
め
市

議
会
議
員
、
復
元
委
員
な
ど
約
百
五

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
桝
田
市
長
が
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
「
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
や
っ

と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
し

た
市
議
会
議
員
、
復
元
委
員
な
ど
約

百
五
十
人
が
、
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

じ

づ
地
揖
き
音
頭
を
披
露

のi刊Iぎた

....峨旗で飾られた大洲i成

式
の
後
、
蔵
川
地
区
の
蔵
川
芸
能

保
存
会
の
会
員
に
よ
る
「
地
揖
き
音

頭
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
音

頭
は
、
蔵
川
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
も
の
で
、
建
物
の
建
設
を
す
る
際

の
地
固
め
に
唄
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
か
ら
は
、
「
蔵
川
芸

能
保
存
会
」
(
齢
家
道
子
会
長
)
を
組

織
し
、
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
に
努

め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
会
員
約
二
十
人
に
加

え
、
桝
田
市
長
、
清
水
市
議
会
議
長
、

井
関
復
元
委
員
長
も
こ
の
音
頭
に
参

加
し
ま
し
た
。
高
さ
約
五

m
の
や
ぐ

ら
に
取
り
付
け
ら
れ
た
中
央
の
長
柱

を
皆
で
引
っ
張
っ
て
は
地
面
に
打
ち

つ
け
、
地
固
め
を
行
い
ま
す
。
齢
家

会
長
自
ら
が
起
工
式
に
寄
せ
て
作
調

し
た
地
揖
き
唄
に
合
わ
せ
、
ド

ス

ン
、
ド
ス
ン
と
柱
を
地
面
に
打
ち
つ

け
る
音
が
城
山
に
響
き
わ
た
り
、
式

を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

城
山
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
ま
す

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
は
、
二

月
か
ら
基
礎
工
事
に
入
る
な
ど
本
格

的
な
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
平
成

十
六
年
ま
で
の
工
事
期
間
中
は
、
安

全
確
保
の
た
め
城
山
へ
の
立
ち
入
り

を
制
限
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
、
数
回
の
見

学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際

は
、
か
わ
ら
版
や
市
公
式
ホ
1
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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企蔵川芸能保存会による「地揚き音頭」....桝田市長による「くわ入れ」



。

...表彰された個人、団体を代表してあいさつする
大洲市食生活改善推進員の荒木艶江さん (大J11) 

懐かしいあの頃の昧を届けます

}」7V ;理 心
「まめいり」ゅうパりクの発送が始まりました。料理愛好グループ「旬を愛
する会J(白石成子代表)による手づくりのまめいり (ひなあられ)やクりキー
などの詰合せ (送料込2，500、3，000円)は毎年全国各地で好評です。申し込み
は4月19日まで。国大洲郵便局 (合24-3830)

2/22 儒学者萎況の生誕地霊光(韓国)から

交流を深めようと、霊光郡職員4人が大洲市を訪れました。金奉烈(キムボン二ョル)
霊光都守の親書や菱況が祭られている内山書院の写真パネルなどが李東成(イドンソン)
企画予算課長 (写真右)から桝田市長に手渡されました。約4ω年前、儒学者菱涜が大洲
に幽閉されたことが縁です。

13 

みんなで育むコミュニティ活動

第23回大洲市コミュ二ティ推進大会が市役所大ホールで関かれ、約200人が参加
しました。活動に貢献のあった個人、 団体の表彰や高齢者社会を元気に生きるため
の記念講演が行われました。また、平野地区に伝わる郷土芸能「里獅子Jも披露さ
れ、今年度新調された獅子頭や衣装で、 一層力のこもった演技となりました。

，2/19 やる気満々 元気な商庖街!

高齢者などへの御用聞き宅配サ ピスなどに取り組むことになった大洲市肱
北地区商業活性化委員会(山崎幸敏委員長)を支援するため、 (財)愛媛銀行
ふるさと振興基金 (一色哲昭理事長)から150万円が贈られることになり、愛
媛銀行大洲支庖で目録が手渡されました。

2/25 憩いの空間でひと休み

を
長

『

4
r
F
円

Kυ

ん

E
立
日

目
支
に
、
氷
長
富
市
す
田
渡
θ

桝
手
H
M

V
 

(財)愛媛県自動車整備振興会西予支部 (富永幸雄支部長)から、市のまち
づくりのためにと100万円が寄付されました。市では、この寄付金を活用し、
おおず赤煉瓦館周辺にクスノキを植え、日よけやペンチなどを置いて誰でも利
用できる憩いの場をつくりました。



4月号広報ああず 2002

保健センター823・0310

いきいき-
LifeI 

あなたの健康を
サポートします

4
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階
で
す
。

{
乳
幼
児
健
康
診
査
}

、

0
4
月
9
日

ω
平
成
日
年
日
月
生
※

0
4
月
凶
日
例
平
成
ロ
年
9
月
生

0
4
月
お
日
附
平
成
日
年
3
月
生

受
付
時
間

日

時

1
日
時
却
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月
8
日
間

平

成

日

年
6
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

ハ〈
白

書

柿

-・;I~:週.~j長当:r切主主tiヨ巨-

4月7日(日)中村皮フ科ウリニッヲ(新
ft25-1112 

4月14日(日)みや うち医院(徳
n25-2333 

辻内科医院(長浜)

合 52-0174

【
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
】

0
4
月
日
日
開

相
談
時
間
叩
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

B
C
G

予
防
接
種

乳
幼
児
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
・

B
C
G
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す。該
当
者
・・
・
平
成
日
年
7
月
1
日
か
ら
平

成
日
年
ロ
月
お
日
生
ま
れ
の
人
。
ま

た
、
生
後
必
カ
月
ま
で
に

1
度
も
受
け

て
い
な
い
人
。

当
日
は
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ノ

l
ト
の

「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」
の
欄
を

よ
く
読
み
予
診
察
を
記
入
の
上
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日

A
V
肱
南
・
久
米
・
肱
北
・

喜
多
・
平

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

4
月
2
日
附

B
C
G
予
防
接
種

4
月
4
日
附

A
V
連
絡
所
の
あ
る
地
区

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

B
C

G
予
防
接
種

受
付
時
間

4
月
3
日
捌

4
月
5
日
幽

日
時
1
日
時
加
分

実
施
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

(
東
大
洲
)

4月21日(日)菊原医院(八多喜)
ft26-0103 

4月28日(日)本条脳神経外科(東大洲)
ft24-2841 

田)4月29日(月)山本医院(菅
合 25-6100

-・I~:.語-="i~冒r-F::W i伝・・
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

などについては、その日の当番

病院までご相談ください。

大
洲
保
健
所

予
約
制

{
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火
曜
日
日
時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日

日
時
1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
l
金
曜
日

9
時

i
m時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第
3
木
曜
日

目
時
1
口
時

【思
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木
曜
日
日
時
1
M時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間
四
時
却
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

4
月
4
日
同

大
洲
病
院
珂
時
1
正
午

仙
味
エ
キ
ス
側

日
時
却
分
i
M
時
加
分

4
月
間
日
同

松
下
寿
電
子
工
業
側
大
洲
工
場

9
時
加
分
1
M山時

4
月
沼
田
岡

オ
ズ
メ
ツ
セ
幻

山
時
i
M
時

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲記念病院(徳森)

ft25-2022 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

一一ー」

「
朝
の
読
書
」
が
学
校
を
変
え
る

岡
山
・
落
合
中
学
校
朝
の
読
書
推
進
班
編

幸
せ
に
な
る
嫉
妬
不
幸
に
な
る
嫉
妬

和
田
秀
樹
著

発
見
!
古
代
の
お
触
れ
書
き

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編

誰
が
日
本
経
済
を
腐
ら
せ
た
か

金

子

勝

・

佐

高

信

著

だ
れ
で
も
成
功
す
る
会
議
の
開
き
方
・

進

め

方

実

業

之

日

本

社

奇
跡
が
起
こ
る
半
日
断
食
甲
田
光
雄
著

プ
レ
ゼ
ン
ト
ブ
ッ
ク
金
子
純
子
著

上
手
な
増
改
築

小
林
岩
雄
著

日
本
プ
ロ
野
球
改
造
プ
ラ
ン

テ
リ
!
伊
藤
・
玉
木
正
之
著

字
が
う
ま
く
な
る
5
分
間
マ
ジ
ッ
ク

ト

キ

コ

ウ

カ

時

光

華

著

タ
ニ
ザ
ワ

広
辞
苑
の
嘘
谷
沢
永
一
・
渡
部
昇
一
著

サ
プ
リ
メ
ン
ト
戦
争
三
浦
俊
彦
著

ン

ヨ

ウ

コ

ウ

コ

ン

ノ

ピ

ン

曙

光

の

街

今

野

敏

著

七

人

の

岡

っ

引

き

小

杉

健

治

著

ど

ろ

山
本
甲
士
著

オ
l
・
マ
イ
・ガ
ア
ッ
!

浅
田
次
郎
著

蓄
被
い
ろ
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ヤ
小
池
真
理
子
著

黒
川
博
行
著

Y
o
u
 

柴
田
よ
し
き
著

ミ
ズ
カ
ミ

水

上

勉

著

国

境

円し

1l
o
s
e

t 
o 

キ
ヨ
チ
ク

虚
竹
の
笛

新
・
お
く
の
ほ
そ
道

俵

万

智

・
立
松
和
平
著

五
木
寛
之
著

三
浦
哲
郎
著

風
の
言
葉

母
の
微
笑

14 

ア
ニ
ル
の
亡
霊

M
・
オ
ン
ダ
l
チ
ェ
著

赤
の
文
書

H
・
ド
・
マ
ク
シ
ミ
l
著

耳
に
残
る
は
君
の
歌
声S
-
ポ
ツ
タ
l
著

電通「鬼+則J
植田正也著

「
仕
事
は
自
ら
『
創
る
』
子
さ
で
、
与

え
ら
れ
る
可
き
で
な
い
」
か
ら
始
ま
る

電
通
「
鬼
十
則
」
。
仕
事
と
は
何
か
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
、
生
き

る
と
は
何
か
の
原
則
を
教
え
て
い
る
電

通
四
代
目
・
吉
田
秀
雄
社
長
の
ビ
ジ
ネ

ス
書
を
紹
介
し
た
本
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て

}

戸
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す

」

リ
サ
イ
ク
ル
資
料
の
提
供
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し

た
資
料
を
市
内
の
公
共
施
設

・
団
体
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
開
始
時
期
平
成
凶
年
4
月

②
申
込
場
所
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

①
資
料
種
類
平
成
ロ
年
4
月
号
1
平

成
四
年
3
月
号
雑
誌
(
婦
人
公
論
・

趣
味
の
園
芸
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
オ

ー
ル
読
物

・
新
し
い
住
ま
い
の
設
計

等
一
般
向
雑
誌
制
冊
、
小
学
一
年
生

1
六
年
生
・
ジ
ャ
ン
プ
等
児
童
向
雑

誌
即
冊
)
不
用
図
書

m冊

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

合
@
4
4
1
9

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

-mE
・
初
日



4月号広報ああず 2002

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

5
月
ロ
日
は
看
護
の
日
で
す
。
こ
の

日
を
含
む
週
間
を
看
護
週
間
と
し
て
全

国
的
に
多
彩
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
県
で
も
看
護
週
間
行
事
と
し
て
一

日
看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
「
将
来
看
護
師
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
、
「
家
族
の
介
護
に

役
立
て
た
い
」
、
「
病
院
の
こ
と
を
知
り

た
い
」
人
、
日
頃
看
護
と
は
無
縁
の
生

活
を
送
っ
て
い
る

O
L
、
主
婦
、
男
性

な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
時

・
場
所
・
募
集
人
数
な
ど

5
月
刊
同
日
制

真
網
代
く
じ
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院

(八
幡
浜
市
真
網
代
)
6
人
/
く

じ
ら
病
院
(
八
幡
浜
市
五
反
田
)
2
人

5
月
時
日
凶

市
立
大
洲
病
院
(
西
大
洲
)
5
人

5
月
百
日
制
・
旬
日
同

喜
多
医
師
会
病
院
(
徳
森
)
各
6
人

5
月
時
日
開

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
(
八
幡
浜
市
大

平
)
叩
人

5
月
刊
日
働

加
戸
病
院
(
若
宮
)
3名

忠
誠
州
出
表番

の
当

者

水

業

漏

道

急

水

緊

情)星加水道設備
公 26-0020
宮元建設
公 25-0901

4月6日出

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学
生
は
学
校
、

学
年
)
、
電
話
番
号
、
希
望
病
院
名
、
洋

服
サ
イ
ズ
を
書
き
4
月
5
日
樹
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
学
生
、
高
校
生
の
参
加
に
関
し
て

は
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
。

参
加
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
選
考
の

上
、
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

7
9
0
0
8
4
3

松
山
市
道
後
町

2
丁
目

U
1リ
片

側
愛
媛
看
護
協
会
内

愛
媛
県
ナ
l
ス
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
4
・
0
8
4
8

困

0
8
9
・
9
9
6
・
8
4
2
5

土
曜
日
休
診
で
す

i
市
立
大
洲
病
院
が

4
月
か
ら

i

予
約
な
ど
に
よ
る
診
療
を
除
く
一
般

外
来
は
、
毎
週
土
曜
日
が
休
診
に
な
り

ま
す
。市
立
大
洲
病
院
で
は
、
完
全
週
休
二

日
制
の
実
施
に
あ
た
り
、
患
者
の
皆
さ

ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
に
今
後
も
努
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

(附

森設備
合 25-4023

谷本建設工業 (鮒
まま 24-5161 

村

丸電工業
ft24-5351 
上工業 (鮒
ft24-3141 

徳

情)

4月7日(日)

4月13日出

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
立
大
洲
病
院
事
務
課

企

@

2
1
5
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国
の
教
育
口

l
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
へ
の
入

学
費
用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の

費
用
を
ご
融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ

ー

ン
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す。
簡
単
な
手
続
き
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融

資

額

学
生
・
生
徒
l
人
に
つ
き

2
0
0
万
円
以
内

利

率

年
2
・
2
%
(
固
定
金
利
)

平
成
比
年
3
月
日
日
現
在

返
済
期
間

凶
年
以
内

据
置
期
間

在
学
期
間
内
で
元
金
据
置

了
J

b
む

一日

ム
目

保

証

側
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
保
証
人

(
1
人

以
上
)

6
カ
月
間
以
上
の
海
外
留
学
資
金
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
松
山
支
庖

8
0
8
9
・
9
4
1
・
6
1
4
8

三原設備
会 24-3783
藤水道居
合 24-4410

甲建設 棚
倉 24-5914
田水道居
合 26-0265

アサノ設備
ft24-0783 

淳山水道工事庖
ft24-2583 

情)

西

(有)

佐

上

4月14日(日)

4月20日出

4月21日(日)

市
民
の
森
記
念
植
樹

i
参
加
申
込
も
う
す
ぐ
締
め
切
り

1

日
時

4
月
却
日
側
み
ど
り
の
日

午
前
日
時
か
ら

場
所

市
民
の
森

(
富
士
山
南
側
斜

面
・
家
族
旅
行
村
オ
l
ト
キ
ャ

ン
プ
場
入
口
付
近
)

対
象

平
成
日
年
度
中
に
何
ら
か
の
慶

事
を
迎
え
た
(
ま
た
は
、
迎
え

る
)
市
内
在
住
の
人

(団
体
・

法
人
を
含
む
)

費
用

l
万
円

(プ
レ
ー
ト
、
支
柱
代
を
含
む
)

申
込
期
限

4
月
5
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
行
政
係

合

@

2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
ご
と

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
心
配
ご
と
や

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

A-一般
相
談

(
生
活
全
般
の
問
題
)

毎
週
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前

9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

A-専門
相
談

(
保
健
、
介
護
、
住
宅
・

介
護
機
器
、
医
療
、
栄
養
、
リ
ハ
ピ

(有)いの水道設備
まま 24-2216 
予屋住設
ft24-2541 

(栂内田電気水道設備
ft25-2858 

岡福水道工事庖
ft24-3656 

備

4
所
。

『

J

n

U

設
刊
工

M

O
J

一

一

4
鉄
5

ク
2

2

オ
公
塚
mu

(有)

1罪

大

4月27日出

4月28日(日)

4月29日(月)

リ
、
法
律
、
土
地
・
家
屋
、
登
記
、

税
金
、
年
金
)

指
定
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
(
専
門
相
談
の
項
目
に
よ
り

指
定
曜
日
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
法

律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
)

相
談

・
問
い
合
わ
せ
先

干

7
9
0
a
0
8
4
3

松
山
市
道
後
町

2
l
9
'
は

愛
媛
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
6
・
0
8
0
8

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
く
ら
し
の
中
の
器
」
展
陶
一
房
ま
つ
し
ろ

4
月
2
日
ω
1
4
月
7
日
間

V
水
関
満
康
竹
工
芸
展

4
月
以
叫
白
川
W
1
4
月
幻
日
間

V

「
、
水
井
恭
平
」
木
彫
画
展

4
月
お
臼
ω
1
4
月
却
日
開

展
示
時
間
叩
時

1
げ
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

休
館
日
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合

は
翌
火
曜
日
)
が
休
館
日
に
な
り
ま

す
。
お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公

@
1
2
8
1

「
国
自
国
自
E
E
E
B
B

-

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
週
間
の
取

圃

材

(6
ペ
ー
ジ
の
記
事
)
で
徳
森
保
育

・

所
を
訪
ね
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
子

U

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
。
パ
ト
カ
ー
に

U

乗
り
込
ん
だ
何
人
も
の
園
児
が
目
を
輝

げ

か
せ
、
車
載
カ
メ
ラ
や
た
く
さ
ん
の
ス

回

イ
ツ
チ
類
に
興
味
津
々
。
そ
り
ゃ
そ
う

・

だ
よ
ね
!
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
パ

圃

ト
カ

l
に
乗
る
機
会

(ワ
)
は
な
か
な

圃

か
な
い
も
ん
ね
。

圃

こ
の
春
、

一
年
生
に
な
っ
た
子
ど
も

園

た
ち
に
も
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
は

園

、
ず
。
み
ん
な
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
気

圃

を
つ
け
て
通
学
し
よ
う
ね
!

(
や
)

15 
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内
キ目 談 内 t回相茸 日 時 な ど 場 所 な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 4 月 8 日(月 )/10時~ 1 5時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
(愛媛県) 4 月 25日(木)/10時~15時 市役所3階会議室 fi24-2111 内線323

人 f雀 ヰ目 談
4 月 19日(金)/10時~ 1 2時 市役所3階会議室 急ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省)

人権擁護委員による 毎週月-水金曜日 法務局大洲支部
法務局大洲支局 fi24-4155 

無 料 ヰ目 談 所 9 時~ 1 6時(休日を除く) 人権相談室

~.寸- 政 ヰ目 談
4 月 22日(月 )/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは

fi24-5072 (山本)
(総務省) fi24-4294 (辻)

社会保険相談
4 月 4 日(木)/10時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

4 月 23日(火)/10時~ 15時30分 宮 089-925-5105

不動産無料相談 4 月 15日 (月 )/ 9 時~ 1 6時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 fi24-4452 

定期税務相談 4 月 1 2日 (金)/1 0時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 宮 24-3115

l一般相談 毎週月 -水 金曜日 社会福祉協議会相談室
心配ごと l 法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センター1階) 社会福祉協議会 fi23-0313 
キ目 説EH !l介護相談 毎週木曜日

(直通)fi23-5629 
l電話相談 10時~12時、 13時~16時

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 fi24-2111 内線177

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi24-6100 
関する何でも相談 大洲福祉会館 fi25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター fi24-7830 

ふれ愛スクールキ目談龍吉 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi24-1414 

案と
ー司恒三

ιー
談本目

'b邑『
読
ん
で
ト
ク
す
る

M
a刺
ぶ
つ
け
な
い
コ
ツ
叡
え
ま
す
②

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

「
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
!
」
と
い
う
人
。

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「黄信号でアクセル」を
踏まない

-・・・・・・・暗闇・圃圃

前方の信号が黄

色に変わった・・

こんな時、ブレー

キではなく逆にア

クセルをE青んでし
まいがちな人は要

注意。無理に行こ

うとすると、 「行

くと思っていた前

の車が停止した」

「前車がいきなり

左折した」など追

突をまねく。信号

が黄色になったら

無理をせず停車す

る。

信号待ちで、青になるかならな

いかのタイミングでジワジワと動

く車を見かけるが、これにつられ

て発進しないこと。 Iあっ、信号
が変わったのか」と慌てて発進し

た途端、前の車に「やっぱりまだ

早かった」と急停止されて、追突

することも。前の車が動き出して

から、少し間をあけて発進する。

また、信号が青になってからで

も、前の車が急に止まることがあ

るので注意する。

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件数 46 41 

負傷者 62 52 

死者 l l 

「
信
号
待
ち
で
は
前
の
車
に
つ

5
れ
て
」進
ま
な
い

市民の動き

平成14年2月28日現在

39，283人(-22) 出生 25人(-9) 

18，721人(+4) 死亡 35人 (+10)

20，562人 (-26) 

14，645世帯(一 1) 

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

固定資産税1期

16 

( )内は対前月比納期は4月30日です
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